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w
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百

禁
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辛子習量目一月二二十羽~ーエ-~-和田雪

論

叢

費
金
の
増
減
伸
縮
の
機
構
:
・
・
‘
.
:
・
趨
章
博
士
小
島
昌
太
郎

赴
曾
的
文
化
的
要
動
の
形
式
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:
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明
帯
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士
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郎

費
本
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経
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的

意
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Z
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田

太

郎
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一

肌

諾

仙

ゲ
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ス
ト
ナ
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の
経
営
分
析
論

:
J
J
・
-
:
;
・
怨
横
田
串
士
阿
部
利
良

ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
理
論

j
i
-
-
経
済
串
土
岡
倉
伯
士

附

錦

町

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
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論
題

本
誌
第
四
十
五
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総
目
録



言足

タ己

グ
ル
ス
ト
ナ

l
の
経
皆
介
析
論

岡

膏E

不リ

良

今
日
、
貸
借
封
照
表
分
析
或
ひ
は
批
判
、
乃
至
経
皆
分
析
と

よ
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
は
.
通
常
.
貸
借
掛
照
表
及
び
損
円
余
計
算

表
を
碁
礎
と
し
て
、
企
業
の
所
謂
期
政
航
態
を
如
何
に
し
て
判

同
町
「

5
、
.
=
一
言
、

L
-
一，
F

寸
叶

a
t
p

四
一
ノ
二
副
う
o
nドコ
E

、1
7
3
T

国
-
1
3
;苫
1
c
一一一一巳
h
A
E
2
在

y
r
J
T
L
F
L
Z』
J
q
E
f
ノJ

羽
日
中

料
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
.
五
止
し
て
企
業
の
財
政
表

で
あ
る
。
然
し
、

こ
の
種
の
材
料
の
み
を
中
心
と
し
、
同
時
に

ま
た
従
来
行
は
れ
て
ゐ
る
が
如
き
分
析
方
法
を
以
っ
て
し
て
、

よ
〈
所
妥
の
目
的
を
達
し
う
る
か
は
問
題
で
あ
る
。

ヂ
ル
ス
ト
ナ

l
の
著
角
経
皆
分
析
』
は
、
か
、
る
従
来
の
貸
借

封
照
表
分
析
乃
至
経
替
分
析
に
比
し
、
可
友
り
異
っ
た
内
容
を

叫
剖
象
と
し
て
ゐ
る
。
印
ち
氏
は
と
の
書
で
、
従
来
の
貸
借
針
照
表

分
析
に
針
し
て
別
に
『
経
創
刊
分
析
』
の
必
婆
を
強
制
し
、

E
一つ企

業
経
営
者
の
立
国
明
か
ら
如
何
に
粧
品
百
を
槻
山
説
明
し
分
析
す
べ
き
か

raw-
ト
ナ

1
の
経
費
分
析
論

を
問
題
と
し
て
ゐ
る
。
我
が
闘
で
は
、

こ
の
書
に
於
け
る
氏
の

所
論
は
殆
ん

ε問
題
と
さ
れ
て
ゐ
た
い
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容

に
は
興
味
を
惹
〈
所
が
あ
る
か
ら
、

と
邑
誌
に
敢
へ
て
そ
の
紹
介

を
試
み
よ
う
と
忠
ふ
。
以
下
そ
の
概
要
で
あ
る
。

貸
借
封
印
…
表
及
び
損
ハ
叶
計
算
表
を
基
礎
と
す
る
従
来
の
貸
借

針
附
…
表
分
析
一
口
戸
一
き
中

kkE一
」
持
)
は
、
過
去
の
事
責
の
分
析
的

研
究
で
あ
り
、
そ
の
立
揚
は
同
政
的
で
、
ま
た
一
専
ら
静
的
性
質

b
r
'
t
j
寸

コ

三

副

主
0

1
十

J
l
J
Y

子
庁
主
左
右
打
力
こ
子
主

l
、

，hノ
4
4
fト
peu《

H
F
Aロ
レ
ド
壬
l
h
L
&
A

二
工
一
戸
一
色
L
U
E
H
1

王
争
刈
寸

JZAtis

十
分
目
的
を
来
し
た
が
、
然
し
、
定
期
的
分
析
の
期
間
は
そ
れ

が
月
次
的
と
い
ふ
ゃ
う
友
揚
合
で
も
、
友
ほ
長
過
ぎ
る
。

と
昌

ふ
の
は
‘
今
日
の
経
済
生
活
は
，
そ
の
テ
ン
ポ
に
遁
臆
し
て
分
析

を
ヨ
リ
念
速
に
線
、
返
す
こ
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

同
時
に
現
賓
に
ま
た
、
経
済
生
活
を
意
味
し
、
且
っ
か
k

る

介
祈
の
動
機
及
び
針
象
た
り
う
る
事
賓
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
例

へ
ぽ
粧
品
百
の
生
産
性
、
機
械
の
生
産
能
力
、

一
定
の
生
産
内
部

に
於
け
る
生
産
期
間
の
如
き
で
あ
る
。
そ
と
で
我
k

は
、
従
来

の
定
期
的
危
(
胃

E
L一
円
三
計
算
及
び
観
察
に
針
し
て
、

継
績

第
四
十
五
巻

八

八

五

第
六
披

四

Paul Ge目tnet・~ Betriebs-Ana.lyse， ¥Vege znr Erkenntnis von Gesetzmas日gkeit-
en in der Betriebs-wirtsch:aft (192&). '~. A~IH. ， l[936.本稿の紹介ほとの二版に
よる。
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却ち、 Der:selbe]Bilanz-Analy日 (191.2).Ji:O. Aus.， 1933・
2) 



ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
の
経
傍
分
析
論

的
な
(
官
。

E
E
Eニ
)
計
算
M
A

び
観
察
と
い
ふ
と
と
を
問
題
と
し

-
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

と
の
問
者
の
闘
係
を
聡
へ
て
一
一
一
一
同
へ
ば
、

前
者
は
普
通
の
抑
的
一
一
な
お
長
で
、
後
者
は
動
的
友
活
動
局
員
と

一
回
ひ
う
る
だ
ら
う
。

こ
iλ

に
縫
い
間
的
な
計
算
及
古
川
仰
授
と
一
日
ふ
抑
制
九
口
に
は
、

同
時

に
、
経
川
目
的
の
凡
ゆ
る
紅
~
判
的
た
川
…
刑
事
は
計
数
的
に
捉
へ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ね
と
一
一
一
一
同
ふ
こ
と
、
ま
た
継
続
的
な
計
算
の
設
定
は
、

計
数
的
結
果
に
基
礎
を
キ
く
、
線
問
問
的
経
管
分
析

(2-ZEE-ュ。

]山
α
三日
rS4}
日d-
月
)
の
碁
礎
た
ら
ね
ば
な
ら
ね
と
い
ふ
こ
と
、
が

抽
出
め
考
慮
さ
れ
で
ゐ
る
。
費
際
今
日
で
は
如
何
な
る
企
業
に
於

い
て
も
、
最
も
注
意
深
い
粧
品
川
山
な
行
ふ
必
要
か
ら
し
て
.
定
期
的

な
計
算
の
設
定
及
び
そ
の
分
析
に
止
る
と
と
は
許
さ
れ
な
い
。

即
ち
計
算
の
設
定
そ
の
も
の
は
雌
閉
鎖
的
た
ら
ね
ば
な
ら
や
、
同

絞
に
こ
れ
に
基
い
て
な
さ
れ
る
分
析
も
繕
続
的
に
行
は
れ
左
け

れ
ば
な
ら
た
い
。
か
く
て
従
来
の
定
期
的
貸
借
封
印
…
表
分
析
に

針
し
、
継
続
的
経
皆
分
析
が
必
要
で
る
る
。

繕
続
的
粧
品
百
分
析
は
、
先
づ
粧
品
河
内
部
の
欣
態
及
び
そ
の
作

用
を
問
題
と
す
る
が
、
更
に
外
部
的
影
響
の
視
察
を
も
行
ふ
必

第
四
十
五
巻

八
八
六

第
六
擁

E司

同

要
が
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
図
民
経
消
は
、
経
営
経
済
に
決
定
的

Jk 友
々)~~
は響
景、を
気、及
分、1'''"
j斤、す

(か
;>;ら
} 

ミで
E あ

ざる
" 0 
『予ー」
i3 (7コ
ヨ タト
エ~ 1ts 
f1':1 
Jit~ 

5等t
(7) 
f¥ 
JJ 

析
を

と
呼
ぶ
。

指
々
は
企
業
家
の
政
策
を
内
部
的
と
外
部
的
と
の
二
つ
に
分

そっ
(l) 

z子 I市
f乏し
JJ'~ -'( 
~i話、 I人j
f;ャ、 7l;五
干上、 J'r':J 
~-)了、 Iß::
、r t在
あ i士
る任
。裕

外来主
制;日;
fi!') (7) 

jf!( jl!c 
ytr 強
lまを
刻
家宅外

部
的
wzM

山
可
げ
を
秤
量
し
且
つ
内
部
政
策
に
射
し
屡
々
ヲ
リ
強
度
の
活
動
の

景、た
気、め
分、の
析、目
で皮
あ(
る zf

ど古

z 

を
興
へ
る
も
の
で
、
そ
の
手
段
が

こ
t
h

に
二
つ
の
一
分
析
の
必
要
な
こ
と
が
明
か
で
る
る
が
、

と

の
耐
者
は
必
や
別
々
に
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
経
営
分
析
の

概
念
か
ら
一
一
日
へ
ば
、

と
の
二
つ
の
分
析
が
粧
皆
に
と
っ
て
必
要

な
の
で
、
前
者
を
包
含
し
た
髄
義
の
概
念
が
疋
営
で
あ
る
。

と

れ
が
分
た
れ
て
数
義
の
下
位
概
念
た
る
粧
皆
分
析
と
景
気
分
析

と
友
る
の
で
る
る
。
た
Y
と
t
h

で
は
後
者
は
措
き
、
専
ら
狭
義

の
経
皆
分
析
の
み
を
問
題
と
す
る
。

と
の
場
合
分
析
上
注
意
す
ぺ
き
は
、
狭
義
の
絞
品
川
凸
分
析
は
、

経
営
を
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
研
賀
す
る
の
で
、
経



管
内
部
の
諸
要
素
は
、
図
民
経
済
の
影
響
及
び
共
の
他
の
景
気

の
影
響
か
ら
出
来
る
だ
け
遮
断
さ
れ
て
ゐ
及
け
れ
ば
な
ら
ね
。

と
れ
は
岡
民
経
済
的
影
響
が
経
品
川
山
内
に
存
在
す
る
隈
り
、
こ
れ

ら
の
影
響
に
腕
ナ
ペ
き
債
仙
の
向
型
化
は
と
れ
を
除
外
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
ま
た
怒
川
営
経
済
の
本
来
の
目
的
に
閥
係
の
な
い

行
潟
(
例
へ
ば
附
随
的
業
務
の
如
き
)
に
基
く
凡
で
の
影
響
も
除
外

ず
る
。
経
傍
経
済
の
諸
給
付
を
庭
の
発
に
於
い
て
見
ん
が
た
め

で
あ
る
。
更
に
木
来
の
技
術
、
技
術
的
経
済
は
、
我
々
の
研
究

到
的
慌
に
訟
h

り
得
攻
い
。

線
織
的
経
此
百
円
労
析
(
狭
義
の
、
以
下
同
じ
)
の
一
般
的
目
的
は
、

い
ま
も
述
べ
た
や
う
に
、
た
づ
、
定
期
的
貸
借
針
照
表
分
析
に

沿
け
る
如
〈
最
半
や
草
に
過
去
の
事
費
を
問
題
と
す
る
の
み
で

な
〈
、
動
的
な
性
質
を
持
つ
経
替
活
動
及
び
怒
川
枠
内
の
必
要
に
慮

ヒ
て
分
析
を
行
ふ
と
と
で
あ
り
、
次
に
同
時
に
と
れ
と
結
び
つ

い
て
、
経
替
生
活
の
将
来
の
欣
態
に
封
じ
目
度
を
得
る
こ
と
を

出
来
る
だ
け
早
〈
且
つ
技
術
的
に
可
能
友
ら
し
め
る
と
と
で
あ

る
。
然
し
、
翠
に
個
々
の
経
笹
過
程
或
ぴ
は
経
勝
目
現
象
そ
の
も

ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
の
経
替
分
析
論

の
L
分
析
的
研
究
を
行
ふ
ば
か
り
で
左
く
、
友
ほ
主
要
目
的
は
、

経
済
謹
(
巧
=
一
月
宮
司
印
f
D
G
2
)
た
る
経
営
の
内
部
に
存
在
す
る

合
法
則
性
を
認
識
し
、
こ
れ
を
絶
え
や
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
最
後
の
鮪
は
特
に
重
要
性
を
持
。
。

そ
れ
で
は
か
L

る
分
析
の
目
的
は
如
何
に
し
て
建
せ
ら
れ
る

か
。
先
づ
経
替
分
析
の
到
象
は
経
訟
経
誠
円
で
あ
る
。
そ
れ
故
そ

し、債、ま的土|亡箸の
、値、 7とを二lfJ5!?守本
と、を、経、達、 fT の j22-
れ、阜、済、す、し考を
に、に、と、る、アピ ョヘ、一lJ)j
ょ、縦、は、t-c、もにか
っ、持、、め、のどに
て、 す、作I、l亡、 ご・ h i 
成、る、ら、用、わばる
呆、ば、か、び、る、こ
を・か、の、ら、 。 経、と
獲、り、「質、れ、〉二倍、が
得、で、値、る、」と d与
す、左、を、凡、 IC 給、要
る、 く、費、ゅ、来2・持、で
J晶、友、 if-l、る、 fで・カ王 わ
程、段、、組、~. .・ 4切る
を、利、利、機、 L;::，.的ぷ
意、後、用、、!~d1KJJ 
H末、筒、し・『1定、ぴ捺
す、値、て、き?の、 κ;
る、をと、、主.絞、慨で
。剣、と、三?砂、 j;ト ι

E人イ1.:主由通 向、 '1.)、し: 目、白リ

開く
をて
経、我
皆、 ノセ
経、は
済、

と経
言皆
..t、 t亡
。か

る
来宮
崎
白守
性
質
を
奥
戸、

そ
の

失
い
で
か
込
る
経
皆
経
済
の
貫
鰭
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

我
々
は
、
先
づ
そ
の
内
部
刊
し
活
動
し
て
ゐ
る
諸
要
素
而
一
宮
己

ga

庁
)
を
吟
味
し
、
突
に
経
営
経
済
的
機
能
を
持
っ
と
れ
ら
の
諸
要

第
四
十
五
巻

第
六
掠

八
八
七

一
四
五

こLに車里脅目的とは、尚司法第一僚0規定によるもので、商品或ひは有情誼努
等々の貰買 (Lei::itungcv M且賀、貸付、例へぽ、陀運業、 i~幸運:袋、保険業、堕
査業等もこ Lに合空れる)或びは何らかの1'!lsIiの35材の加工、製造を意味す
る。(なほ本書に於ν、ては、経普目的とい」話と、後出白経済目的と言ふ請と
は必ずしも別々に用ひられてゐない f在者主主)



F
ル
ス
ト
ナ
ー
の
経
管
分
析
論

素
が
活
動
す
る
経
符
経
済
内
の
個
々
の
段
階
(
∞
E
Pふ
を
明
か

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
第
三
に
、
経
皆
目
的
の
宮
、
現
程
度
、

印
ち
一
般
に
経
営
の
経
済
仕
(
巧
H
E
n
-
E
E
R
r
-
S
E
)
と
よ
ば
れ

て
ゐ
る
も
の
を
祈
先
せ
ね
ば
な
ら
泣
い
。
及
ぼ
諸
要
素
を
計
数

洞Ij Jí/~ 
〉主に
三下 把
段握
はす
服、る
{j~ 、ナこ
計、め
君事、の
と手
量七、段
言トが
で&、
あ主主L
Zb で
。 b
る
治宝

と
の
技
術
的

経
皆
目
的
を
遼
ナ
る
た
め
に
は
、
一
一
日
ふ
迄
も
た
く
資
本
が
必

要
で
る
る
が
、

こ
の
資
本
は
経
営
経
済
に
於
い
て
如
何
た
る
方

法
で
作
用
す
る
か
。

と
、
に
経
替
経
済
に
於
け
る
要
素
と
い
ふ

と
と
が
問
題
と
な
る
。

経
営
経
済
の
一
去
本
的
要
素
は
、
著
者
の
一
見
る
所
に
よ
れ
ば
三

つ
の
要
素
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
資
材
吉
c
q
)
、
カ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
(
同
2
3
、
危
険
負
捻

(rf同
=
E
)

の
三
つ
が
そ
れ
で
あ

る
。
と
れ
ら
の
要
素
の
意
味
は
犬
惜
去
の
通
り
で
あ
る
。

∞
H
U同
は
経
営
経
済
の
第
一
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
は

経
町
営
経
済
の
経
済
封
象
(
巧
--znr
ち
E
F』井戸)
で
る
り
、
経
借

蛭
済
の
目
的
は
た
え
や
こ
の

g
o
R
K
向
け
ら
れ
る
。
と
h

に

第
四
十
五
巻

第
六
銃

八
八
八

一
四
六

-一コロムヱ
E
R
と
は
日
常
の
穂
々
の
取
扱
ひ
針
象
を
意
味

L
、
商

口
問
、
貨
幣
、
貯
殿
原
料
の
如
き
商
品
の
主
市
主
主
束
、
貨
幣
代
用

物
、
倍
楼
等
何
れ
も
ζ

れ
に
属
す
a

と
れ
は
ま
た
貸
借
針
照
表

に
於
い
て
は
、
種
々
の
所
諮
取
引
慣
値

B
C
P
L
o
y
z
zふ
た
り

う
る
も
の
で
あ
る
。

粧
品
川
口
日
的
ケ
一
詑
す
る
た
め
に
は

E

の

i
t
L
i
t
i
 

g
D同

ω
抑
制
皆
目

的
に
よ
っ
て
意
固
さ
れ
た
経
桝
性
の
程
度
が
貸
現
と
れ
る
や
ろ

に
、
給
付
と
結
び
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
給
付
は
、

に
謝
し
て
な
さ
れ
る
凡
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
費
消
を
意

∞[
C時

味
し
.
我
々
は
か
L
る
給
付
を
左
ず
要
素

~fF-併
合
と
よ
ぷ
。

例
へ
ば
士
業
的
経
債
に
た
け
る
同
E
P
の
主
た
る
も
の
は
、
人

間
力
と
機
械
力
で
あ
る
。

而
し
て
と
の
出
吉
司
と
同

g
p
は
、
最
早
や
分
ち
得
古
る
経

日
営
経
済
的
機
能
を
持
つ
要
素
を
成
し
、
ま
た
と
れ
ら
の
要
素
か

ら
生
や
る
流
れ
は
‘
粧
品
百
経
済
の
合
法
則
性
の
出
発
動
及
び
基

礎
を
基
本
的
に
形
成
す
る
。

然
し
右
の
二
要
素
が
存
在
す
る
だ
け
で
は
.
経
営
経
済
は
そ

の
目
的
を
達
す
る
こ
を
が
出
来
な
い
。
こ
誌
に
第
三
の
基
本
的



要
素
と
し
て

J
f
J
j

叩=一ω
友
る
も
の
が
不
可
扶
で
あ
る
。

乙
の

づ
正
当
立
左
く
し
て
は
、
右
の
二
つ
の
基
本
的
要
素
た
る

p
h

及
び
白
色
は
一
般
に
粧
品
宵
経
済
的
に
は
役
立
た
や
、

g
p
A
三郎

が
入
り
来
る
と
と
に
依
っ
て
経
営
は
始
め
て
生
命
を
得
、
経
済

の的
.'1二に
目左
的る
gp の
ちで
成、あ
梨、る
を。

得イ可
A， I~tr. 
とな
努れ
jJ Ii' 
ナ
る 4
-11... ;J 

E習
で・ ω 

あ
る
は
経
営
経
済

と
の

J
r
t
l
戸
均
一
d
B

は
、
企
業
家
の
智
的
・
精
岬
的
友
能
力
に
基

く
も
の
で
ち
る
。

企
業
家
は
一
方
に
於
い
て
阜
攻
る
攻
以
は
下

i現
。っ

金
州
北
口
内
給
付
を
な
「
山
川
、

-
3
1
 

E
f
A
i
 

へ
d 

一一心
d
コ

d
d
D
~
A
b
 

的
・
梢
岬
的
能
力
の
褒
現
に
依
っ
て
注
さ
れ
る
給
付
は
と
れ
以

上
の
も
の
に
し
て
、

的
ち
そ
れ
は
上
級
給
付
(

(

}

ケ

2

一2ω
[ロ
コ
肘
)

を
表
は
し
、

と
れ
を
我
々
は

C
三
2
2一E
Z
Zお
三
ほ
と
一
一
面
ふ
。

下
級
の
企
業
家
給
付
は
、
そ
の
報
酬
と
し
て
企
業
家
賃
銀
を
受

け
る
に
勤
し
、
上
級
給
付
の
制
使
、
F

即
ち
君
主
三
ω

の
針
債
は

企
業
の
純
径
で
あ
る
3

経
営
経
済
に
h

掛
け
る
戸
、
£

=τ
の
霊
長

性
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
特
に
十
分
認
識
し
な
け
れ
ば
左
ら
左

v、。
と
れ
ら
の
要
素
に
つ
い
て
重
要
友
問
題
は
、
そ
の
経
済
性
或

ゲ
ル
ス
ト
ナ
!
の
経
管
分
析
論

ひ
は
強
度
の
視
察
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
闘
し
て
は
、
辺
己
同
及
び

】
門
巧
M
H
「
戸
斗
J
h

、

何
れ
も
具
一
情
的
に
且
つ
多
く
の
場
合
計
り
う
る
や

う
に
褒
現
す
る
か
ら
そ
れ
件
、
測
定
出
来
る
が
、

者
遺
H
E

は;

ロコ
ω一円
r門戸
J
9
4
2

訟
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
巧
ぷ
号
は
、

一
方
で

は
そ
れ
が
作
用
す
る
右
の
二
要
素
に
於
い
て
、
他
方
ま
た
経
管

経
済
の
結
果
印
ち
利
益
に
於
い
て
測
定
さ
れ
る
。

次
に
怒
留
経
済
の
段
階

3
2
3
の
問
題
は
、
前
記
の
要
素

が
同
一
の
時
、
同
一
の
場
一
川
で
作
別
す
み
の
で
は
玩
〈

ぞ
の

作
川
は
経
営
絞
怖
モ
の
も
の
に
村
政
を

m(
へ
て
ゐ
る
段
階
司
刊

、
、
、
、

で
行
は
れ
る
と
一
一
一
口
ふ
と
と
か
ら
生
や
る
。
我
・
4

は
、
経
済
過
程

、
、
、
、
、

の
一
定
の
組
織
的
友
順
序
を
樹
祭
し
得
ら
れ
る
が
故
に
、

と

に〉

段
階
な
る
も
の
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
経
営
経
済
の
段
階
に
就
い
て
は
、
ま
た
と
れ
を
一
一
一
つ
に

‘.、、

分
ち
得
る
。
印
ち
準
備
段
階
(
羽
E
P
L
2
〈
中

-ZEE-}均
三
回

、

、

、

、

、

〈

3
=
差
三
『
安
一
五
「
[
)
給
付
段
階

(
m
Z芯
ユ

2
F
S
E
=司
)
販
責
段

階
(
定
己
「
口
二
2

と耳目一
NZ)
の
コ
一
段
階
で
あ
る
。
準
備
段
階
ば

尖
の
給
付
段
階
の
碁
礎
た
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
段
階
は
準
備

さ
れ
た
財
貨
に
経
皆
目
的
途
行
の
た
め
の
諸
行
動
或
ひ
は
経
済

第
四
寸
五
巻

八
八
九

第
六
競

四
-b 



ゲ
ル
ス
ト
ナ
!
の
紹
管
分
析
論

的
給
付
を
行
ふ
こ
と
守
主
要
任
務
と
す
る
d

こ
れ
は
工
業
的
経

替
に
於
い
て
は
本
来
の
生
産
過
程
で
あ
る
。
版
費
段
階
は
一
七
日
ム

迄
も
な
く
先
行
の
二
段
階
で
作
ら
れ
た
も
の
を
引
り
う
る
債
値

に
崎
製
へ
る
段
階
で
あ
る
。
而
し
で
か
く
段
階
を
分
っ
て
見
る
こ

と
の
必
必
は

つ
に
は
そ
れ
が
待
従
来
山
紘
一
桁
性
或
ひ
は
弧

瓜
の
捌
僚
に
際
し
て
放
州
市
的
在
意
義
を
持
っ
か
凡
で
あ
る
。

1

1
ゲ
ル
ス

l
ナ
ー
は
、
か
t
h

る
粁
骨
折
仇
怖
の
一
前
的
性
質
の
考
察

に
次
い
で
、
工
業
的
経
轡
経
済
を
特
に
研
究
の
封
象
と
し
て
ゐ
る
(
従

っ
て
以
下
の
研
究
封
象
は
工
業
的
経
管
純
情
で
あ
る
)
O

工
業
的
経
管

経
済
で
は
、
三
要
素
が
最
も
明
瞭

B
つ
具
怯
的
に
観
察
出
来
る
の
み

で
な
〈
、
主
た
最
も
純
粋
冷
形
惑
及
び
組
織
的
な
方
法
で
視
察
出
来

る
と
い
ふ
の
で
め
る
。
而
し
て
氏
は
こ

L

で
三
要
素
を
更
に
具
控
的

に
考
察
し
、
次
に
こ
の
三
要
素
が
そ
れ
ん
¥
コ
-
つ
の
段
階
内
で
如
何

な
る
黙
に
於
い
て
問
題
と
な
る
か
を
遂
次
説
明
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
V

は

一
吉
は
ピ
経
替
遂
行
上
に
お
け
る
寅
際
的
な
諸
問
題
の
翻
祭
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
氏
の
強
制
す
る
各
要
素
の
合
法
則
性
を
明
か
に
せ
ん

と
し
て
ゐ
る
。
然
し
い
ま
こ
れ
ら
の
駄
に
闘

L
一
々
立
入
っ
て
見
る

僚
裕
は
な
い
し
、
ま
た
氏
は
こ
の
部
分
を
比
較
的
詳
細
に
4

取
扱
っ
て

ゐ
る
け
れ
ど
、
こ

L

で
問
題
に
す
る
必
要
も
な
い
と
閉
山
ふ
。

然
し
視
察
の
結
果
得
ら
れ
た
る
前
記
各
要
素
の
合
法
則
性
は
、
問
問

替
分
析
上
注
意
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
氏
は
こ
れ
を
法
則

第
同
十
五
巻

第
六
披

八
九

O

一
四
八

(
2
9
2
ふ
と
し
、
更
に
こ
の
法
則
を
某
礎
ー
と
せ
る
経
替
政
策
に
開
す

る
も
の
を
原
則
(
ご
コ

E
T己
ド
)
と
し
て
、
最
後
の
一
章
に
ま
と
め
て

ゐ
る
。
氏
に
依
れ
ば
、
法
則
は
所
奥
の
も
の
で
あ
り
、
原
則
は
合
法

則
性
認
識
の
結
果
に
し
て
、
利
益
を
得
る
た
め
に
法
則
を
守
、
b
ん
と

す
る
意
園
、
欲
求
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
は
、
前
記
一
二
要
素
別
に

分
対
さ
れ
て
府
旬
、
治
則
の
祉
は
合
計
二
一
十
一
一
一
に
及
ぶ
。
存
法
則
の

下
に
同
叶
J

に
原
則
を
間
一
込
し
で
あ
一
る
の
で
、
と
れ
主
た
周
じ
故
だ
け

-
コ
・
コ
。
ご
J

-

川
リ
ご
川
リ
~

v

h

岡、
t

p

一
一
コ
、
ご
コ
ド
1

3

コU
l
h

官、
H
H
a

E

4

4

p

v

一
次
v

f
次
V
4
l
v
h
p
E
F
l
J
U
吋

2
k
z
v
d
G
む

R
I
l
l
-

勢
働
力
の
交
替
は
掠
失
を
件
ふ
に
支
持
UF
飯
弛
酷
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

E
、

担
尖
は
盆
々
大
き
い
』
こ
れ
の
『
原
則
|
|
勢
働
者
及
び
そ
の
他
の
使

用
人
は
、
週
営
な
る
賃
銀
、
吐
令
的
施
設
、
上
役
の
社
合
的
理
断
に

よ
づ
て
企
業
に
引
き
止
め
て
お
〈
こ
と
』
と
い
ふ
如
き
で
あ
る
。

こ
込
に
於
い
て
重
要
な
の
は
、
ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
の
言
ふ
『
法
則
"
』
で

あ
る
。
そ
引
い
は
経
停
の
結
消
性
を
僚
件
つ
け
る
も
の
で
る

η
、
従
勺

て
舵
桝
性
を
吟
味
す
る
場
合
、
或
ひ
は
宮
た
煙
管
を
具
徴
的
に
郡
山
察

す
る
場
合
の
、
基
礎
的
事
費
た
る
も
の
で
あ
る
o
而
し
て
こ
の
『
法
則
』

を
求
め
る
こ
と
が
、
氏
の
問
題
と
せ
る
、
工
要
な
目
的
で
る
る
ミ
と
は

慨
に
叶
地
べ
た
湿
り
で
あ
る
。

四

次
に
経
済
性
及
び
そ
の
尺
度
一
に
闘
す
る
問
題
で
る
る
。
経
抗
何

性
に
つ
い
て
は
従
来
種
々
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
著
者
の
考
へ

に
よ
れ
ば
そ
れ
は
要
す
る
に
、
経
消
目
的
l
!
と
れ
仕
勿
論
経



済
的
成
果
、
結
局
に
於
い
て
は
憤
備
或
ひ
は
資
本
榊
殖
を
意
味

す
る
|

l
資
現
の
程
度
或
び
は
強
度
の
表
現
?
あ
る
。
従
っ
て

一
定
の
経
済
性
が
達
せ
ら
れ
た
時
に
結
局
始
め
て
経
済
目
的
は

賓
現
さ
れ
る
と
-
一
同
ふ
こ
と
が
州
来
る
。
通
常
一
日
ふ
利
盆
は
、
経

済
性
に
到
す
る
主
要
た
る
パ
皮
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み

で
経
済
性
は
表
現
さ
れ
な
い
。
何
政
友
れ
ば
、
経
皆
の
凡
ゆ
る

合
法
則
性
に
注
意
を
向
け
且
つ
け
胤
も
川
到
に
附
粧
品
山
を
遂
行
す
る

場
合
に
得
ら
れ
る
絞
神
性
は
、
偶
然
に
何
り
れ
る
利
益
よ
り
も

笠
'
h
z
た
き
一
一

E
Lり
と
F

工
っ
ち

5
こ
し
一
土
品
川
人

L
J
Z
:
リ
巾
ご
「

d
i
-
-
J
l
o
l
y
i
d
一〆

L

〈

l
Hノ
f
I
t
t
一I

古

J

か
ら
で
あ
る
。
一
冗
々
利
径
は
、
山
川
起
の
谷
要
巣
に
闘
す
る
経
済

位
及
び
各
段
階
の
経
営
の
程
度
、
就
中
販
責
の
経
営
経
済
的
機

能
か
ら
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
経
済
性
こ
そ
が
重
要
で

あ
る
。
而
し
て
こ
の
貼
に
関
し
て
は
、
各
要
素
の
経
済
性
を
測

定
す
る
た
め
に
種
々
の
測
定
物
が
求
め
ら
れ
ね
ば
友
ら
友
い
。

と
の
経
済
性
の
測
定
に
闘
し
て
必
要
左
こ
と
は
、
経
済
計
委

(
J
a
r

」ユ
ω円
}
】
足
早

ω目
L
Pロ

の
作
成
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
礎
に
経
済
性

は
維
持
さ
れ
或
び
は
高
め
ら
れ
る
。
経
済
計
喪
は
、
販
商
民
社
輩
、

生
産
計
護
、
財
務
晴
朗
算
、
見
積
貸
借
針
照
表
、
損
謀
計
算
か
ら

ゲ

ル

ス

ト

ナ

1
の
経
管
分
析
論

成
り
、
我
々
は
こ
れ
を
終
日
常
経
済
の
成
果
の
前
提
と
考
へ
る
。

る
経、而
i潜、し
貼、て

官?恐

子ら
さ〈
s獲
5・得
'"'し
E ょう
，、え

き
矛1I
:bi干
は

限
界
と
見
イ故
さ
れ

匂
ロ
ロ

rF)
を
左
し
、

と
れ
が
達
成

さ
れ
た
時
、
経
時
目
的
、
/
子
加
コ
E

は
資
現
さ
れ
た
と
見
倣
さ

れ
る
。
企
業
家
が
得
ん
正
欲
し
た
利
徒
獲
得
の
程
度
は
、
と
の

経
済
貼
の
限
界
を
確
定
し
、
且
つ
粧
品
百
の
標
準
的
経
済
怯
の
程

度
を
去
は
ず
。

~i". 

I舟経
|ヨ済
的性
1雪の
1見浪11
税定
j主;は
の町、
1則 r
. _L"，. ~'--

iEヰ
'" (!:)宍

11h所
カゐ
ら
全日
り
う

る
や
r 
ノ

に

別
立
ワ
3
¥
什
え
に
剖

J

-

L
'ノ
じ

j
l
t
E
!
-

は
、
こ
れ
を
経
済
性
の
性
質
か
ら
二
つ
に
分
っ
て
観
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
先
づ
経
済
性
は
こ
れ
を
技
術
的
経
済
性
と
経
済
的

経
済
慨
、
或
ひ
は
技
術
的
強
度
と
経
済
的
強
度
と
に
分
た
ね
ば

こ
れ
に
従
っ
て
「
経
皆
経
済
の
尺
度
」
は
、
技
術
的

強
度
測
定
の
た
め
の
量
的
尺
度
(
呂
町
口
問
3
5
2
2
5
7
)
と
、
経

済
的
強
度
測
定
の
た
め
の
償
値
的
パ
皮
(
君
主

E
E
E
S
に
分

左
ら
た
い
。

た
れ
る
。

前
者
の
量
的
パ
皮
は
専
ら
量
的
測
定
を
問
題
ム
」
し
、
数
量
及

び
時
聞
が
測
定
の
基
礎
と
た
る
。
例
へ
ば
一
定
時
聞
に
沿
け
る
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四
十
五
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ゲ

ル

ス

ト

ナ

1
の
経
管
分
析
論

一
定
数
量
の
財
貨
の
生
産
は
技
術
的
強
度
を
表
は
す
。
そ
れ
故

技
術
的
強
度
は
史
的
結
果
に
於
い
て
容
易
に
認
め
ら
れ
る
。

量
的
尺
皮
は
、

然
し
か
〈
荒
的
側
係
の
み
を
針
象
と
す
る
が

は刊、亡、

一
定
の
技
術
的
子
は
そ
の
も
の
が
非
常
に
経
済
的
で
、

従
っ
て
ま
た
技
術
的
強
皮
が
高
め
ら
れ
た
止
し
で
も
、

こ
れ
を

淀
川
と
の
聞
係
に
於
い
と
凡
る
時
以
非
税
神
的
ー
と
い
ふ
と
と
が

あ
り
得
る
。
け
れ
ど
も
一
般
に
経
済
性
の
向
上
は
、

と
の
純
粋

な
技
術
的
経
済
性
の
測
定
に
よ
っ
て
吋
能
で
る
り
、

否
、
と
れ

に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
た

r
注
意
す
ぺ
き
は
、

こ
の

技
術
的
測
定
は
、
結
局
単
に
経
神
的
経
済
性
を
賓
現
せ
し
め
る

た
め
の
手
段
に
止
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

債
値
的
尺
度
に
於
け
る
測
定
の
封
象
は
費
用
(
民
主

E

あ
る
。

乙
の
費
用
は
、
経
済
的
経
済
性
を
知
る
た
め
の
主
要
貼

で
あ
る
。
幾
何
の
費
財
を
要
す
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
如
何
に
し

と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
自
然
、
債
値
的
尺
度
が
問

て
捉
へ
る
か
、

題
と
た
る
の
で
る
る
。

と
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
先
づ
基
本
的
費
刷
、
例
へ
ば
原
料

の
購
賞
債
持
、
直
接
生
産
的
危
賃
銀
、
直
接
生
産
的
危
機
械
及

第
四
十
五
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第
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韓

、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、

び
器
具
の
減
損
の
如
き
を
捉
へ
る
。
こ
れ
ら
の
合
計
は
、
通
常

の
場
合
生
産
相
新
所
に
沿
け
る
費
用
慣
値
で
あ
り
、
費
用
の
某
礎

で
あ
る
o
こ
の
基
本
的
費
川
と
経
替
啓
一

2
2
=
-
R
E
P
Z口
町
長

SJ

戸、

九

Z
Z
)

と
ほ
入
土
く
確
定
せ
る
大
い
き
で
あ
る
。
我
々
は
経
営
経
済

に
沿
い
一
一
は
、
こ
の
へ
子
、
時
足
せ
り
ゃ
受
川
の
み
を
持
つ
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
山
ち
授
初
で
あ
る
c

戸
つ
を
U
L
『民!口
h
町
同
L
一
〕

ι
T，
}
〈
和
志
口
一

I
イ
B

と

U

の
費
用
慣
値
で
あ
る
。
而
し

て
こ
の
差
瀬
の
測
定
は
、
勿
論
、
現
賓
の
費
用
、
警
生
せ
る
費

別
の
み
を
市
僚
と
比
較
す
る
と
と
に
依
っ
て
可
能
で
あ
る
。
卸

ち
我
々
は
、
絶
針
に
資
際
の
費
削
債
依
ぞ
問
題
と
す
る
の
で
あ

り
、
か
ぐ
し
て
こ
も
ゐ
に
債
値
的
尺
度
も
見
附
さ
れ
る
。

差
額
、

印
ち
利
径
は
、

豆、
ph円三抗

言
ひ
換

で

へ
れ
ば
、
貸
際
に
支
蹄
は
れ
た
調
達
費
用
慣
値
を
利
別
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
費
用
に
閲
し
て
は
、
操
業
度
と
の
闘
係
が
特
に

重
要
牲
を
有
す
る
。

こ
れ
ら
の
ご
つ
の
尺
度
は
、
一
一
一
一
口
ふ
迄
も
左
〈
極
め
一
て
密
接
な

関
係
に
あ
る
。
例
へ
は
純
粋
左
る
給
付
と
貨
幣
的
給
付
と
を
包

含
す
る
給
付
の
経
済
性
の
吟
味
に
は
、
勿
論
二
ワ
の
尽
度
の
利

用
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
経
桝
性
の
位
地
を
知
る
た
め
に
、
費

とれが見積費用と比較されると止によって、艇桝性がiJ11J泣き4しうること前註む
如し(筆者説)。



用
を

E
確
に
理
解
す
る
に
は
、
一
一
つ
の
尺
度
を
利
用
し
て
得
た

結
果
の
比
佼
視
察
が
絶
叫
剖
に
必
要
で
あ
る
。

五

長
後
に
右
の
二
つ
の
尺
度
に
よ
る
『
経
管
経
済
的
計
算
』
に
つ

い
て
は
、
技
術
的
手
段
と
し
て
原
慣
計
算
と
統
計
が
刑
ひ
ら
れ

る
@
例
へ
ば
技
術
的
強
度
及
び
そ
の
務
展
は
、
個
々
の
統
計
に

よ
っ
て
容
易
に
観
察
し
得
ら
れ
る
し
、
経
済
的
強
反
、
経
済
性

は
、
府
間
以
計
算
及
び
そ
の
統
計
的
利
川
に
よ
っ
て
明
か
に
す
る

る、と、こ
こ、と、 j};t、と
と、 、官早が
、 そ大t、計、 J甘
か、に、算、来
く、費、の、る
し、問、目、
て、の、的、
怒、:夜、 t;t、
皆、生、
経、場、第、
済、所、一、
の、宇、 lt:、
内、問、費、
官rs、主化、 11 j、
を、る、モ、
日月、 だ、 円、
か、け、も.
i亡、 fF.、の、
'F、百官、 空、
る、に、両ふ
と、言己、 :~E: 、
と、銀、す、
、す、る、

で
あ
る
。

と
れ
は
、
経
傍
過
程
に
趨
臆
し
ナ
行
は
れ
ば
左
ら
ぬ

と
と
は
明
か
で
あ
り
、
従
っ
て
我
々
は
計
算
の
大
い
さ
を
、
=
一

要
素
に
従
っ
て
、

m
F
D
『
の
費
問
債
値
、
同
-
与
の
費
用
償
値
、

当
a
z
U
の
針
債
の
三
つ
に
分
つ
。

左
も
の
は
、

宅
白
内
コ
E

の
針
債
の
典
型
的

初
め
の
こ
つ
の
費
用
慣
値
と
製
品
市
債
と
の
比
較

陀
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
が
、

然
し
と

L
K
注
意
す
べ
き
は
、

ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
の
極
替
分
析
論

4
4
m
w
同
三
ω

の
折
債
は
必
や
し
も
命
日
計
期
間
の
利
徒
で
友
い
と
一
一
一
日

ふ
と
と
だ
o
d
q
p
加口一
ω

に
よ
る
給
付
は

そ
れ
が
岬
局
さ
れ
た
命
日

計
朔
聞
に
直
ち
に
利
径
な
る
封
慣
が
得
ら
れ
る
の
で
は
友
〈
、

将
来
に
於
い
で
始
め
て
野
債
を
見
出
す
も
の
だ
か
ら
で
る
る
。

そ
し
て
と
h

k

J
笥
お
口
一
ω
の
本
質
が
あ
る
。

そ
れ
散
命
日
計
期
間

の
利
鋒
は
、
資
際
の
完
全
た
る
巧
P
N
口
町
の
針
債
を
表
は
す
も

の
で
友
く
、

そ
れ
は
常
に
と
の
封
債
の
一
部
で
あ
る
。
経
済
的

経
済
性
測
定
の
た
め
の
五
概
念
利
益
の
算
定
は
、
経
骨
盤
神
的

友
生
産
過

mm
の
経
過
に
適
勝
せ
る
合
計
朔
聞
に
於
い
て
得
ら
れ

る
2

然
し
こ
の
こ
と
は
員
除
に
は
仲
々
賀
行
し
件
校
仰
が
、
川

来
る
だ
け
完
全
に
右
の
様
に
し
た
け
れ
ば
友
ら
友
い
。

統
計
は
、
経
管
態
様
の
分
析
的
研
究
の
た
め
の
、
最
後
の
技

術
的
手
段
で
あ
る
。
各
種
の
記
録
を
綿
揺
す
れ
ば
統
計
が
得
ら

れ
る
。
原
慎
計
算
は
費
用
許
蒐
集
す
る
の
で
あ
る
が
、
統
計
は

原
債
計
算
に
よ
っ
で
確
め
ら
れ
た
数
字
及
び
経
鶴
翻
祭
の
且
章
一
的

結
果
を
利
用
し
、
か
く
し
て
待
成
さ
れ
る
諸
計
教
を
・
経
替
の
現

放
及
び
賂
来
が
判
断
し
得
ら
れ
る
様
陀
比
較
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
統
計
を
得
る
に
は
‘
と
の
皐
な
る
比
較
に
け
に
止
ら
守
、
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ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
の
経
営
分
析
諭

乙
れ
を
継
緒
的
に
行
は
泣
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
統
計
の
特
徴
は

縦
績
性

(∞
z
r
1
5
5
 
と
一
己
一
口
ふ
こ
と
に
あ
る
。
而
し
て
こ
の
統

計
は
、
著
者
の
販
に
説
明
せ
る
絞
営
経
済
の
特
質
に
従
っ
て
、

個
々
の
部
両
日
此
び
そ
こ
で
作
用
す
る
各
削
町
議
に
つ
い
て
捉
へ
ね

ば
た
ら
な
い
(
ゲ
ル
ス
ト
ブ
ー
は
、

己
込
で
氏
の
一
日
ふ
段
階
に
腔
じ
て

各
市
究
家
に
闘
す
る
花
々
の
統
一
一
日
山
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
直
次
の

出
帆
な
事
質
K
闘
す
る
も
の
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
原
料
、
製
日
川
の

質
問
且
、
利
袋
、
受
註
、
そ
の
引
渡
契
約
期
間
、
向
日
聞
の
旭
輔
、
金
融
、
賃

銀
、
機
械
の
利
用
度
、
こ
の
利
用
度
を
決
定
す
る
各
種
の
諸
康
問
、
原
料

。
消
失
、
顧
客
獲
得
、
庚
告
等
)
。

園ι.，、

以
上
が
ゲ
ル
ス
ト
ナ
!
の

「
経
営
分
析
』

の
要
旨
で
あ
る
。

と
t
h

に
見
ら
れ
る
氏
の
所
論
の
特
徴
的
な
離
は
、
第
一
に
、
従

来
の
貸
借
謝
照
表
分
析
乃
至
経
営
分
析
に
於
け
る
が
如
ぐ
所
詰

財
政
夫
を
主
要
材
料
と
す
る
に
止
め
や
し
て
、
ヨ
リ
庚
〈
粧
品
百

全
般
に
開
削
す
る
種
々
の
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
と
ど
(
材
料
的

に
言
へ
ば
、
財
政
表
ば
か
り
で
な
〈
更
に
経
骨
統
計
を
利
用
し
て
ゐ
る
こ

と
)
、
同
時
に
そ
の
分
析
に
闘
す
る
の
基
礎
的
宏
事
賓
、
一
一
一
日
比
ピ

基
準
と
も
左
る
べ
き
も
の
(
即
ち
民
の
言
ふ
合
法
則
性
)
を
見
出
し
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て
ゐ
る
と
と
.
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
或
ひ
は
ま
た
こ
の

粧
品
百
分
析
を
‘
企
業
の
外
部
に
あ
る
者
の
立
揚
か
ら
で
た
く
、
企

業
経
営
者
自
身
の
立
揚
か
ら
取
扱
っ
て
ゐ
る
と
と
も
・
従
来
の

多
く
の
貸
倫
針
照
表
分
析
乃
一
主
総
按
分
析
に
比
し
異
る
所
で
あ

ら
う
。
勿
論
従
来
の
貸
借
創
出
夜
分
針
乃
笠
粧
品
円
分
析
に
お
い

て
沢
仙
U

1

こ
れ
ら
の
知
は
一
膨
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
な
い
わ
け
で
な

い
が
、
ヂ
ル
ス
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
の
は
、

か
i

込
る
悶

題
に
重
黙
を
世
い
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。

氏
の
所
論
忙
つ
い
て
は
、

一
腹
右
の
如
く
一
一
口
ひ
う
る
と
は
一
-
一
一
口

へ
、
然
し
我
々
は
氏
を
一
一
一
ロ
ム
所
を
そ
の
ま
a
A

認
容
せ
ん
と
す
る

の
で
は
友
い
。
問
題
の
提
起
に
関
し
て
は
注
意
さ
れ
て
然
る
ぺ

号
所
が
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
大
小
の
批
判
の
飴

地
少
た
〈
左
い
。
氏
の
経
営
分
析
の
み
た
ら
守
、

一
般
に
従
来

の
貸
借
封
印
…
表
分
析
乃
五
経
皆
分
析
に
沿
い
て
は
、
た
ほ
解
決

す
ぺ
品
目
-
種
々
の
問
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
せ
ら

れ
て
ゐ
る
所
で
る
が
。
た
ピ
然
し
と
れ
ら
の
問
題
は
い
ま
本
稿

の
目
的
止
す
る
所
で
友
い
か
ら
、

と
L

で
は
皐
に
右
の
黙
を
祐

摘

L
て
公
く
に
止
め
る
。

GeT:->tner は『貸借劉照表分析』に針 LW総督分析』の必~1tc を強制してゐるが、然
し氏においても、経替分析は財政表の分析を問題としないのではなく、庚い意
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